
 

 

 

 

 【出題形式】 
問１：世界地理  
問２：日本地理 
問３：歴史（古代～近世） 
問４：歴史（近現代） 
問５：公民（政治分野） 
問６：公民（経済・国際分野） 

出題の形式（大問数６）、構成（地理×2、歴史×2、公民×2）に

ついては例年通り。単語や言葉を書かせる問題はあるものの、字数の多

い記述問題が完全に消滅。しかしながら、設問に工夫が施され、複雑

化し、単純暗記では太刀打ちできない問題が増加。その事象の根本的

な理解、背景をしっかりと把握していないと自信をもった解答ができない

ような出題となっている。 

地理：時差問題に「新傾向」 

設問が複雑化し難化傾向。 

歴史：年号暗記は基本！ 

公民でも「選んで→並び替え」問題が出題 

≪入試に向けての学習指針≫ 
①基本的な語句や知識をしっかり暗記・

理解すること。新しく学習した時点で

完璧に理解しきること。入試直前では

遅すぎる。 

②用語は単独で覚えるのではなく、他の

用語と関連させ、さらに派生させて覚

えること。ただの丸暗記だけでは戦え

ない。 

③資料やグラフ、表を正確かつ効率的に

読み取れるようにすること。何を問われ

ているのか明確にする。 

 

出題例 大問１(ウ) 

出題例 大問３(ウ) 


